
東武馬車道通りにて社会実験が開催され、

連日多くの方が参加しました！

宇都宮コラム

馬車道ヤード報告

　2022 年 3 月 24 日～ 27 日に、東武馬車道通りで社会実験「馬車道ヤード」が

開催されました。馬車道ヤードは、宇都宮市と宇都宮大学が共同で「道路が自分

の居場所になり、居心地の良い空間をつくる」ことを目的に行いました。

　普段は車が通る道路に人工芝を敷き、段差をつくり座れる場を設置することで

いつもと雰囲気が変わり、開催日には家族連れからお年寄りまで多くの方が遊び

場や休憩場所など思い思いの使い方で利用されていました。

　東武馬車道通りにお店を構える方からは「早く実行してほしい。実現するのが

楽しみ。」という期待の声が上がりました。今後は、どのような道路空間にして

いくか沿道の方々を交えて議論していくことが必要になりそうです。

馬車道ヤードのポスター

当日の様子

1. 

　2022 年 2 月 17 日に、宇都宮市中心市街地をテーマとして、宇都宮で暮らす人やゆかりのある人、まちづ

くりに関わる人にに向けて、中心市街地で人の居場所をつくるヒントを届けるオンラインイベント

「Placemaking Week 宇都宮 2022」が開催されました！ここでは、日本各地で実践しているゲスト登壇者から、

中心市街地再生プロジェクトを紹介してもらった「全国中心市街地再生ケーススタディ」の内容をお届けし

ます！
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　津波によって大きな被害を受け

た石巻市。中心市街地の元からの

魅力であるマンガや川を活かしな

がら、震災後移ってきた人々の出

店をサポートする取り組み、空き

地や空き店舗を活用したまちづく

りが行われています。

地元に寄り添

う姿勢が最も

大事！

　泉ヶ丘駅前のいずみがおか広場

で行われた「つながる Days」。広

場をおしゃれに使いこなしイベン

トを開催したり、出店を行うプラ

ンナーを募り、その人たちから生

まれる繋がりからコミュニティを

形成しています。

　低未利用地が多くまちなかに人

がいない課題を解決するため、学

生と民間企業、行政が共にまちづ

くりを行なっています。低未利用

地をマネジメント・コーディネー

トすることで地域住民との協力関

係を作り出しています。

まちの中には
繋がりがある
ようでない。
そこに横の軸を
通してあげる
ことが大事！

地道に現場で
動いている人た
ちと、その人た
ちの空間づくり
が重要です！

Placemaking Week 宇都宮 2022
宇都宮を舞台にプレイスメイキングを語り合う！
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プレイスメイキングうつのみや構成団体

2.

　プレみやトークとは、プレイスメイキングうつのみやのプロジェクトの一環として、全国、そして宇都宮

の様々な専門家やプレイヤーをゲストにお招きし、プレイスメイキングをより深く学ぶトークイベント。

2021 年 3 月の「プレみやトーク #01| 中心市街地のプレイスメイキングのはじめかた」に引き続き、2022

年 2 月 17 日 ( 木 )17 時 ~19 時に「プレみやトーク #02| 宇都宮プレイヤーが議論する今後の宇都宮中心市街地」

を開催。ここでは、地元プレイヤーと共に今後の宇都宮市中心市街地をプレイスメイキングを通してどのよ

うに再生できるのかについて議論した様子を、ギュッと凝縮してお届けします！

登壇者

田邊優里子さん
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時間をどのようにマネジメントしていくか

安藤　イベントのような短期間の仕掛けだけでなく、常設の場

所も仕掛ける中で、時間をどのようにマネジメントしていくか

を考えないといけないと思います。

泉山　それぞれのアクションのタイミングを全体的に計画する

と、街全体がつながっていくのではないかと考えています。

宋　宇都宮において、プレイスメイキングの基盤づくりはある

程度できていると感じたので、これらをベースに大きな公共投

資事業がある場合には、時間軸に合ったビジョンづくりをセッ

トで考えるべきなのかなと思いました。

プレイヤーを輩出するしくみと行政との関わり方

塩田　宇都宮のまちなかは、消費に偏りすぎてはいないかなと

思います。まちなかでも、ヒト・モノ・コトを生み出す拠点と

なる生産型の施設を増やすことも大事で、しかしここでいう生

産型の施設はチャレンジショップやインキュベーション施設で

はありません。またその中でも、行政とどのように連携してつ

くっていくかを考えるべきかなと思います。

泉山　対話してこれやりたいという旗に共感できる人がいるこ

とがチームにとって大事だと考えていて、その人たちとどう出

会っていくかを考えたときに、まちなかに生産型の施設がある

ことが大事なのではないかなと思います。

宋　“こういうことをやったらいいね” を実際に行動に移すとき

には、リスクがつきものだと思います。多様なアクティビティ

を起こすことは良いことだと思いますが、その時に自分でリス

クを負ってでも投資してよいと思えるプレイヤーやある程度財

力のあるプレイヤーの存在が重要であると考えます。
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プレみやトーク #02
今後の宇都宮市中心市街地について宇都宮プレイヤーが議論！

Ｑ. 地元プレイヤーが考える宇都宮市中心市街地の課題とは？


